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市
民
の
皆
様
の
負
託
を
受
け
、
市
長
と
し
て
市
政

を
お
預
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
、
早
い
も
の
で
3
年

9
か
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
市
長
就
任
か
ら
本
日
に

至
る
ま
で
、
決
し
て
平
坦
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
徹
底
し
た
現
場
主
義
の
も
と
、「
誇

り
高
い
、
元
気
な
ま
ち
沼
津
」
の
実
現
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
昨
年
は
、
本
市
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な

ど
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
に
多
大
な
る
影
響
が
及
ん

だ
1
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
、
静
岡
県
に
お
い
て
、
ま
ん
延
防
止

等
重
点
措
置
が
適
用
さ
れ
て
い
る
中
、
3
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
感

染
防
止
策
の
徹
底
や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
促
進
等
に

つ
い
て
、
国
・
県
と
連
携
し
つ
つ
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
日
常

生
活
の
回
復
に
向
け
た
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
に
お
け
る

社
会
経
済
活
動
の
再
開
な
ど
、 

次
の
一
歩
を
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
踏
み
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
新
年
度
は
、
沼
津
の
「
動
き
出
す 

創
り

出
す
」
を
実
感
で
き
る
様
々
な
進
展
が
見
ら
れ
る
年

と
な
り
ま
す
。
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
を
な
す

令
和
４
年
度

施 

政 

方 

針

令和４年度
重点的に取り組む４つの視点
【視点１】暮らしやすいまちへ 【視点２】ひとが行き交うまちへ

【視点３】産業が元気なまちへ
【視点４】安全・安心のもとで
　　　　　　　暮らせるまちへ

　都市の活力や発展を支える定住人口の確
保に向け、出生数の減少傾向を抑制すると
ともに、転出超過を解消するための取組を
継続し、沼津に住みたい、住み続けたいと
思えるまちづくりを積極的に推進します。
▶若者世代にとって安心して子育てしやす
　い環境の整備
▶地域の未来を担う人材育成につながる教
　育環境の整備
▶都市的魅力や利便性の向上　など

　アフターコロナを見据え、再び多くの人
々に本市を訪れていただき、市民とともに
まちを盛り上げるため、交流人口や関係人
口の拡大を図ります。
▶オリンピックレガシーを活用したスポー
　ツツーリズムの推進
▶恵まれた自然環境や地域資源を活用した
　周遊観光の促進
▶公共空間の利活用による日常的なにぎわ
　いの創出　など

　近年多発する大規模な自然災害や、複雑
多様化する犯罪などから市民の生命・財産
を守り、誰もが安全・安心を実感して暮ら
すことができるまちづくりを進めるため、
時代の潮流を踏まえた新たな視点を取り入
れつつ、適切な対策を講じます。
▶激甚化する豪雨災害に対する総合的な治
　水対策
▶�犯罪被害者等が早期に日常生活を回復す
るための支援　など

　産業の振興は、雇用の拡大や地域経済の
活性化をもたらし、市民の豊かな生活、ま
ちの魅力向上及び人口減少の抑制につなが
る重要な施策です。人が集まる、産業が元
気なまちを目指すとともに、コロナ禍から
の経済の立て直しに向け、産業振興策に積
極的に取り組みます。
▶製造業や次世代型植物工場等の企業立地支援�
▶農水産物のブランド化
▶多様な人材の活躍推進　など

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
沼

津
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事
業
や
、
本
年
1
月
14

日
に
着
工
式
を
迎
え
た
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
造
成

工
事
な
ど
が
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
5
年
1
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
建

設
中
の
新
総
合
体
育
館
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
心
も

体
も
元
気
で
健
康
」
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
、
狩

野
川
や
香
貫
山
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
ス
ポ

ー
ツ
と
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
本
年
は
市
制
が
施
行
さ
れ
99
年
を
迎
え

ま
す
。
令
和
5
年
の
記
念
す
べ
き
100
周
年
に
向
け
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様

の
本
市
へ
の
思
い
や
往
時
の
思
い
出
を
お
聞
か
せ
い

た
だ
く
な
ど
、
機
運
を
高
め
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
、
沼
津
市
民
と
し
て
の「
誇
り
と
つ
な
が
り
」を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
記
念
事
業
等
を
計
画
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
契
機
を
的
確
に
捉
え
、「
第
5
次
沼

津
市
総
合
計
画
」
に
定
め
る
将
来
都
市
像
で
あ
る

「
人
・
ま
ち
・
自
然
が
調
和
し
、
躍
動
す
る
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
取
組

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま
い
り
ま
す
。（
一
部
抜
粋
）

※
令
和
４
年
度
の
施
政
方
針
の
全
文
は
、
市
ホ

　
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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今
回
の
特
集
で
は
、
新
年
度
に
お
い
て
重
点
的
に

取
り
組
む
べ
き
４
つ
の
視
点
と
主
な
取
組
に
つ
い
て
、

「
第
５
次
沼
津
市
総
合
計
画
」の
８
つ
の
ま
ち
づ
く
り

の
柱
に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。
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令
和
４
年
２
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
新
年
度
の
市
政

運
営
の
考
え
と
、
重
点
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
施
政
方
針
を

発
表
し
ま
し
た
。


